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平成22年第１回臨時会は、８月25日から８月26日までの２日間の会期で
開かれ、平成22年度補正予算４件、平成21年度補正予算３件、副市長の選
任など19件の専決処分の報告があり、このうち平成21年度補正予算など５
件が承認され、その他については承認されませんでした。
このほか一般職に属する職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
の制定については継続審査となり、阿久根市議会定例会条例の一部を改正す
る条例の制定及び意見書２件については原案のとおり可決されました。

第１回臨時会

No.163
平成22年10月15日発行

ばんざーい〈華の50歳組歓迎レセプション〉
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平成22年第１回臨時会　議案及び審議結果
番 号 内　　　　　　　　　　　　　　　容 議 決 日 結 果

報告第１号
専決処分の承認について
（阿久根市税条例の一部を改正する条例）

平22.８.25 承 認

報告第２号
専決処分の承認について
（阿久根市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

平22.８.25 承 認

報告第３号
専決処分の承認について
（平成21年度阿久根市一般会計補正予算（第７号））

平22.８.25 承 認

報告第４号
専決処分の承認について
（平成21年度阿久根市国民健康保険特別会計補正予算（第５号））

平22.８.25 承 認

報告第５号
専決処分の承認について
（平成21年度阿久根市介護保険特別会計補正予算（第４号））

平22.８.25 承 認

報告第６号
専決処分の承認について
（阿久根市花火規制条例）

平22.８.25 不 承 認

報告第７号
専決処分の承認について
（平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第１号））

平22.８.25 不 承 認

報告第８号
専決処分の承認について
（市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例）

平22.８.26 不 承 認

報告第９号
専決処分の承認について
（阿久根市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例）

平22.８.26 不 承 認

報告第 10号
専決処分の承認について
（一般職に属する職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）

平22.８.26 不 承 認

報告第 11号
専決処分の承認について
（阿久根市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例）

平22.８.26 不 承 認

報告第 12号
専決処分の承認について
（阿久根市手数料条例の一部を改正する条例）

平22.８.26 不 承 認

報告第 13号
専決処分の承認について
（阿久根市税条例の一部を改正する条例）

平22.８.26 不 承 認

報告第 14号
専決処分の承認について
（平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第２号））

平22.８.26 不 承 認

報告第 15号
専決処分の承認について
（平成22年度阿久根市介護保険特別会計補正予算（第１号））

平22.８.26 不 承 認

報告第 16号
専決処分の承認について
（副市長の選任）

平22.８.25 不 承 認

報告第 17号
専決処分の承認について
（阿久根市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例）

平22.８.26 不 承 認

報告第 18号
専決処分の承認について
（市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例）

平22.８.26 不 承 認

報告第 19号
専決処分の承認について
（平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第３号））

平22.８.26 不 承 認

議案第 20号
一般職に属する職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定につ
いて

平22.８.26 継続審査

議案第 21号 阿久根市議会定例会条例の一部を改正する条例の制定について 平22.８.26 原案可決

意見書第５号
口蹄疫の感染防止対策の強化と畜産農家等への速やかな支援措置を求める意
見書

平22.８.26 原案可決

意見書第６号 臨時会の招集権を議長に付与することを求める意見書 平22.８.26 原案可決
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○議　決　結　果（賛否が分かれた案件のみ）

議　　　　案　　　　名

議員名（議席番号順）

議決結果
大
田　

重
男

古
賀　
　

操

松
元　

薫
久

野
畑　
　

直

中
面　

幸
人

牛
之
濱
由
美

石
澤　

正
彰

牟
田　
　

学

濵
﨑　

國
治

岩
﨑　

健
二

木
下　

孝
行

児
玉
賢
一
郎

櫁
柑　

幸
雄

山
田　
　

勝

鳥
飼　

光
明

濵
之
上
大
成

阿久根市花火規制条例 ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第１号） ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

阿久根市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例

◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

一般職に属する職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

阿久根市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例

◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

阿久根市手数料条例の一部を改正する条例 ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

阿久根市税条例の一部を改正する条例 ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第２号） ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

平成22年度阿久根市介護保険特別会計補正予算（第１
号）

◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

副市長の選任 ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

阿久根市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例

◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

平成22年度阿久根市一般会計補正予算（第３号） ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ － 不 承 認

阿久根市議会定例会条例の一部を改正する条例の制定
について

◇ ◆ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 原案可決

※濵之上大成議長は、議長職のため特別多数議決以外の議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。

（表の見方）◇は賛成、◆は反対

d

用　語　の　解　説
¡　地方自治法第162条〔副知事及び副市長の選任〕とは‥‥副知事及び副市町村長は、普通地方公
共団体の長が議会の同意を得てこれを選任する。

¡　地方自治法第179条〔長の専決処分〕とは‥‥普通地方公共団体の議会が成立しないとき、第
113条ただし書の場合においてなお会議を開くことができないとき、普通地方公共団体の長にお
いて議会の議決すべき事件について特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がないこ
とが明らかであると認めるとき、又は議会において議決すべき事件を議決しないときは、当該
普通地方公共団体の長は、その議決すべき事件を処分することができる。

２　議会の決定すべき事件に関しては、前項の例による。
３　前２項の規定による処置については、普通地方公共団体の長は、次の会議においてこれを議会

に報告し、その承認を求めなければならない。

¡　地方公務員法第24条〔給与、勤務時間その他の勤務条件の根本基準〕とは‥‥職員の給与は、
その職務と責任に応ずるものでなければならない。

２　前項の規定の趣旨は、できるだけすみやかに達成されなければならない。
３　職員の給与は、生計費並びに国及び他の地方公共団体の職員並びに民間事業の従事者の給与そ

の他の事情を考慮して定められなければならない。
（以下省略）

¡　二元代表制とは‥‥地方自治体では、首長と議会議員をともに住民が直接選挙で選ぶ、という
制度をとっています。これを二元代表制と言います。
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賛
否
が
分
か
れ
た

専
決
処
分
等
の
討
論
内
容

f

専
決
処
分
等
に
対
す
る
議
員
の

討
論
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

な
お
、
内
容
は
要
約
し
て
あ
り

ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

花
火
規
制
条
例
そ
の
も
の
に
対

し
、
異
論
を
唱
え
る
も
の
で
は
な

く
、
こ
の
条
例
を
市
長
独
断
に
よ

る
専
決
処
分
で
行
っ
た
こ
と
に
対

し
承
認
で
き
な
い
。

専
決
処
分
は
、
地
方
自
治
法

第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ

い
て
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
、

議
会
を
召
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
と
さ
れ
て
い

る
。こ

の
案
件
は
、
議
会
を
召
集
す

る
時
間
は
十
分
あ
る
こ
と
か
ら
、

専
決
処
分
が
で
き
る
条
件
に
当
て

は
ま
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。５

月
の
連
休
に
間
に
合
わ
す
と

し
て
４
月
27

日
に
公
布
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
で
は
市
民
へ
の
周
知

期
間
も
な
く
市
民
に
対
し
、
混
乱

を
招
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

花
火
条
例
は
、
広
く
市
民
の
意

見
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
改
め

て
議
会
で
審
議
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。

よ
っ
て
、こ
の
専
決
処
分
に
は
、

反
対
、
不
承
認
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

牛
之
濱
由
美
議
員

反
対

報 告
第６号

阿
久
根
市
花
火
規
制
条
例

山
田　

勝
議
員

賛
成

花
火
条
例
の
設
置
に
つ
い
て
、

市
長
、
副
市
長
、
担
当
課
長
の
説

明
を
聞
く
と
私
は
必
要
な
条
例
だ

と
聞
い
て
い
た
。

反
対
討
論
は
花
火
条
例
に
反
対

す
る
も
の
で
は
な
く
、
専
決
処
分

し
た
こ
と
に
つ
い
て
反
対
で
あ
っ

た
。し

か
し
、
私
は
専
決
処
分
の
地

方
自
治
法
第
１
７
９
条
の
議
会
を

召
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
前
で
当
然
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

こ
れ
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

警
察
の
取
締
り
が
容
易
に
な
っ

た
。
あ
る
い
は
、
自
分
の
常
識
の

範
囲
で
花
火
を
や
っ
て
近
所
で
う

る
さ
い
な
ど
、
い
ろ
ん
な
状
態
が

想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
条
例
が
あ

る
と
そ
れ
な
り
の
理
由
で
お
願
い

が
で
き
る
。

私
は
こ
の
条
例
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
民
生
活
を
非
常
に
安

心
し
て
お
く
れ
る
の
で
、
賛
成
を

す
る
。

こ
の
報
告
は
専
決
さ
れ
た
も
の

で
内
容
は
、
放
課
後
子
供
教
室
指

導
員
謝
金
及
び
放
課
後
子
供
教
室

推
進
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
現
場
で
は
、
学
校

運
営
や
放
課
後
の
個
別
指
導
に
支

障
が
あ
る
と
の
意
見
等
も
あ
る
。

ま
た
、
放
課
後
は
児
童
ク
ラ
ブ
も

あ
り
、
放
課
後
子
供
教
室
は
不
要

と
の
反
発
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
地
方
自
治
法
第
１
７
９

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
専
決

処
分
さ
れ
た
も
の
で
る
。
こ
の
規

定
に
よ
る
と
議
会
の
議
決
す
べ
き

事
件
に
つ
い
て
、
特
に
緊
急
を
要

す
る
た
め
、
議
会
を
召
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
専
決
処

分
は
な
さ
れ
る
べ
き
と
決
め
ら
れ

て
い
る
の
に
、
こ
の
専
決
は
市
長

及
び
教
育
長
代
行
者
が
独
善
的
な

事
業
を
行
う
た
め
に
専
決
処
分
し

た
も
の
で
、
議
会
を
召
集
す
る
時

間
は
十
分
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
報
告
は
専
決
処

分
で
き
る
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な

児
玉
賢
一
郎
議
員

反
対

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
の
件

で
論
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
私

は
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
で
議

会
お
い
て
議
決
す
る
事
件
を
議
決

し
な
い
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共

団
体
の
長
は
、
そ
の
議
決
す
べ
き

事
件
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
思
っ

て
い
る
。

こ
の
夏
休
み
西
目
小
学
校
の
放

課
後
子
供
教
室
は
、
非
常
に
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

政
治
は
生
き
物
で
あ
る
。
決

め
た
ら
そ
れ
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
よ
り
い
い
も
の
を
よ

り
早
く
や
る
こ
と
が
子
供
の
た
め

に
、
そ
し
て
保
護
者
の
た
め
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
私
は
こ
の
案
件
は
承

認
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

山
田　

勝
議
員

賛
成

報 告
第７号

平
成
22
年
度
阿
久
根
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

い
の
で
、反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
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専
決
処
分
の
議
論
の
中
で
判

断
し
が
た
い
材
料
が
あ
る
。
そ
れ

は
、学
童
は
親
の
負
担
が
大
き
い
、

子
供
教
室
は
、
そ
の
10

分
の
１
ぐ

ら
い
の
負
担
で
済
む
と
い
う
な
ど

の
条
件
を
考
え
れ
ば
、
私
た
ち
議

員
は
、
当
然
子
供
教
室
に
つ
い
て

承
認
す
べ
き
だ
と
考
え
方
が
働
い

た
が
、
し
か
し
、
議
論
の
中
で
西

目
保
育
園
は
横
峯
方
式
を
取
り
入

れ
て
や
っ
て
い
く
、
ほ
か
の
４
校

は
横
峯
方
式
以
外
で
運
営
し
て
い

く
。
そ
う
す
る
と
、
お
の
ず
と
同

じ
政
策
で
子
供
が
得
る
利
益
が
、

ま
ち
ま
ち
に
な
っ
て
く
る
と
い
う

感
覚
で
私
は
い
る
。

や
は
り
、
取
り
組
む
べ
き
は
、

同
じ
利
益
を
与
え
る
べ
き
だ
と
思

う
の
で
、
こ
の
政
策
に
は
今
回
、

不
承
認
す
る
が
、
再
度
執
行
部
で

議
論
し
て
い
た
だ
い
て
、
提
案
し

な
お
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
今
回
は
不
承
認
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

古
賀　

操
議
員

反
対

こ
の
専
決
処
分
は
、
市
長
、
副

市
長
の
期
末
手
当
を
減
額
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
期
末
手
当
は
、
給

与
の
一
部
で
あ
り
職
員
給
与
の
給

与
改
正
と
同
様
に
専
決
で
な
く
議

会
に
改
正
案
を
提
出
し
、
十
分
審

議
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

給
与
は
、
そ
の
責
務
と
職
務
と

職
責
に
応
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
市
長
等
が
そ
の
職
務
で

の
不
祥
事
の
責
任
を
執
っ
て
懲
戒

処
分
と
し
て
減
額
す
る
よ
う
な
場

合
は
別
と
し
て
、
減
額
だ
か
ら
と

い
っ
て
専
決
処
分
す
る
こ
と
な
く

慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

市
長
給
与
の
減
額
は
昨
年
の
議

会
に
給
料
の
条
例
を
提
案
さ
れ
た

際
、
慎
重
に
審
議
を
行
い
結
果
的

に
は
修
正
可
決
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の

報
告
は
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
事

案
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
議
会
で
十

分
審
議
を
し
て
決
定
す
る
べ
き
と

濵
﨑　

國
治
議
員

反
対

報 告
第８号

市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

考
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
専
決
処
分
で
は

な
く
、
議
会
で
の
審
議
に
よ
り
議

決
さ
れ
る
べ
き
案
件
で
あ
り
、
反

対
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
条
例
に
関
す
る
案
件
は
報

告
第
９
号
阿
久
根
市
議
会
議
員
の

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
か
ら
第
13

号

阿
久
根
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
ま
で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

報
告
第
８
号
か
ら
報
告
第
11

号
、
阿
久
根
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
専
決
処
分
で
発
生
し
た
財

源
の
合
計
は
２
億
２
千
万
円
ほ
ど

な
る
。

こ
の
２
億
２
千
万
円
の
財
源

は
、
市
民
に
還
元
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
市
長

が
専
決
処
分
し
た
案
件
が
報
告
第

12

号
、
阿
久
根
市
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
と
報
告
第

13

号
、
阿
久
根
市
税
条
例
の
一
部

牟
田　

学
議
員

賛
成

を
改
正
す
る
条
例
で
あ
る
。

市
議
会
は
、
市
長
が
提
案
し

た
ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ
に
３
回
も
否

決
を
し
、
４
回
目
に
修
正
可
決
を

し
た
経
緯
が
あ
る
。
財
政
課
長
が

財
源
は
大
丈
夫
で
あ
る
と
言
っ
て

も
、
い
ず
れ
市
民
が
負
担
を
負
わ

な
い
と
い
け
な
い
な
ど
の
理
由
を

付
け
て
反
対
し
た
。
今
こ
う
し
て

市
政
に
携
わ
る
人
達
の
努
力
で
、

生
ま
れ
た
２
億
２
千
万
円
の
財
源

を
市
民
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

私
が
言
い
た
い
の
は
、
報
告
第

12

号
の
手
数
料
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
と
報
告
第
13

号
の
阿
久
根

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
財
源

の
心
配
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。竹

原
市
長
の
公
約
は
、
官
民

格
差
を
な
く
し
て
、
少
し
で
も
市

民
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
あ

る
。議

員
は
、
そ
の
こ
と
に
真
剣
に

立
ち
向
か
い
、
議
論
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
賛
成
す

る
。

市
長
並
び
に
議
員
等
の
報
酬

は
、
阿
久
根
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
条
例
で
審
議
会
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、
提
出
す
る
と
規
定
を
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
件
費
等
の
専
決
処

分
は
、
総
務
省
よ
り
専
決
処
分
は

馴
染
ま
な
い
と
通
達
が
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
決
処
分

し
た
こ
と
は
違
反
で
あ
り
無
効
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

櫁
柑　

幸
雄
議
員

反
対

報 告
第９号

阿
久
根
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例専

決
処
分
は
、
地
方
自
治
法

第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に

特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を

召
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
た
と

き
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
専
決
処

分
は
十
分
議
会
を
召
集
す
る
時
間

は
あ
っ
た
の
で
無
効
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
青
森
地
裁
昭
和
52

年

の
判
決
で
第
１
７
９
条
第
１
項
に

違
反
を
す
る
専
決
処
分
は
無
効
で

あ
る
と
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。
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よ
っ
て
、
こ
の
専
決
処
分
は
無

効
で
あ
り
認
め
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
反
対
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
選
挙
で
市
民
の
役
に
立

ち
ま
す
と
誓
っ
て
、
こ
こ
に
立
た

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

市
民
が
不
況
に
苦
し
ん
で
い
る

な
か
、
私
た
ち
が
先
頭
に
立
っ
て

身
を
切
る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
も
こ
こ
は
真
摯
に
受
け
止

め
て
、賛
同
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
澤　

正
彰
議
員

賛
成

こ
の
条
例
が
専
決
条
項
に
違
反

し
て
、
専
決
さ
れ
た
条
例
で
あ
る

こ
と
は
基
よ
り
、
ま
ず
地
方
自
治

法
に
よ
る
二
元
代
表
制
を
考
え
る

に
、
首
長
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、

直
接
選
挙
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
身
分
に
係
わ
る
部

分
を
長
の
権
限
を
も
っ
て
、
執
行

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え

る
。ま

た
、
財
政
に
寄
与
す
る
ま
た

は
、
公
共
の
た
め
で
あ
る
こ
と
の

理
由
で
報
酬
削
減
だ
け
で
、
そ
の

目
的
を
達
成
で
き
る
と
は
到
底
思

え
な
い
。
単
な
る
一
時
的
な
格
差

是
正
を
達
成
で
き
た
と
し
て
も
、

古
賀　

操
議
員

反
対

公
益
と
い
う
広
い
意
味
か
ら
す
れ

ば
、
ま
た
そ
れ
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
弊
害
も
伴
う
部
分
も
出
て

く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
議
論
を

も
っ
て
そ
の
方
向
性
を
導
く
こ
と

が
、
首
長
の
責
務
で
あ
る
と
考
え

る
。
だ
か
ら
、
議
論
を
伴
う
形
で

の
議
案
提
出
が
望
ま
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
承
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

職
員
の
給
与
改
定
に
つ
い
て
も

総
務
省
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ

う
に
、
専
決
処
分
に
馴
染
ま
な
い

の
で
、
議
会
に
諮
っ
て
議
決
を
す

る
べ
き
で
あ
る
と
通
達
が
き
て
い

る
。さ

ら
に
、
青
森
地
裁
判
決
昭
和

52

年
の
判
決
で
も
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
１
項
に
違
反
を
す
る

専
決
処
分
は
無
効
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
職
員
の
給
与
は
職
員
の

労
働
基
本
権
を
制
約
し
て
お
り
、

そ
の
代
償
措
置
と
し
て
人
事
院
勧

告
制
度
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
人
事
院
勧
告
制

度
は
、
基
本
的
に
は
労
使
相
応
を

守
る
義
務
が
あ
る
。
さ
ら
に
地
方

公
務
員
法
第
55

条
に
お
い
て
、
労

働
組
合
と
当
然
団
体
交
渉
を
す
べ

櫁
柑　

幸
雄
議
員

反
対

き
で
あ
る
が
、こ
れ
も
行
わ
れ
ず
、

一
方
的
な
専
決
処
分
で
あ
る
。

こ
の
専
決
処
分
は
地
方
自
治

法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

に
つ
い
て
、
特
に
緊
急
を
要
す
る

た
め
、
議
会
を
召
集
す
る
時
間
的

余
裕
が
無
い
こ
と
が
、
明
ら
か
で

あ
る
と
認
め
る
と
き
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
案
件
も
議
会
を
招
集
す

る
時
間
は
十
分
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
専
決
処
分
で
き
る
条
件
に
当

て
は
ま
ら
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
反
対
で
あ
る
。

職
員
の
給
料
は
、
地
方
公
務

員
法
第
24

条
で
定
め
て
あ
る
。
職

員
の
給
与
は
そ
の
職
務
と
責
任
に

応
ず
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
生
計
費
並
び
に
国
及

山
田　

勝
議
員

賛
成

び
地
方
公
共
団
体
の
職
員
並
び
に

民
間
の
従
事
者
の
給
与
そ
の
他
の

事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。去

年
の
12

月
議
会
に
阿
久
根
市

の
民
間
の
所
得
を
公
表
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
質
問
し
た
。
市
民
の

所
得
が
判
ら
な
い
と
ど
の
よ
う
な

政
策
を
し
た
ら
よ
い
か
判
ら
な
い

と
、
市
長
に
厳
し
く
質
問
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
民
の
所
得
を
公
表

し
て
い
た
だ
い
た
。

阿
久
根
市
の
民
間
給
料
は
、
約

70

％
の
人
が
、
３
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
市
の
職
員
の

給
料
は
、
７
０
０
万
円
か
ら
８
０

０
万
円
の
人
が
21

％
で
一
番
多

い
。
こ
れ
は
主
権
者
の
市
民
と
比

較
し
た
と
き
に
、
市
民
の
３
倍
も

市
長
に
は
、
以
前
の
議
会
に
も

特
別
職
の
報
酬
の
変
更
を
行
う
場

合
は
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
へ

審
問
し
て
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
提
案
す
る
よ
う
何
度
も
お
願

い
し
た
。

今
回
は
、
諮
問
ど
こ
ろ
か
臨

岩
﨑　

健
二
議
員

反
対

報 告
第10号

一
般
職
に
属
す
る
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

報 告
第11号

阿
久
根
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

時
会
の
請
求
を
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
専
決
で
行
っ
た
行
為
は
、
意

図
的
な
法
律
違
反
で
あ
る
。
こ
の

条
例
の
改
廃
は
現
職
議
員
の
み
な

ら
ず
、
将
来
の
阿
久
根
市
議
会
議

員
の
身
分
に
も
影
響
す
る
重
大
な

条
例
で
あ
る
。
断
固
と
し
て
市
長

の
独
裁
で
決
め
る
べ
き
も
の
で
は

な
い
。

収
入
あ
る
こ
と
は
、
異
常
事
態
で

あ
る
。

こ
こ
に
あ
る
市
の
お
金
は
全

部
市
民
の
お
金
で
あ
る
。
そ
の
お

金
を
ど
の
よ
う
な
形
で
分
配
を
し

て
、
市
を
よ
く
す
る
か
と
い
う
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
る
。

そ
う
い
う
中
で
、
地
方
公
務
員

法
の
給
料
を
決
め
る
法
律
か
ら
し

て
も
離
脱
し
、
併
せ
て
今
ま
で
人

事
院
勧
告
と
か
、
国
に
比
較
し
た

の
は
一
方
的
な
組
合
の
判
断
で
あ

っ
て
、
私
は
こ
の
法
律
に
基
づ
い

て
市
民
が
納
得
す
る
よ
う
な
給
料

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

で
あ
る
か
ら
私
は
、
こ
の
専
決

処
分
案
に
賛
成
を
す
る
。
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よ
っ
て
、
こ
の
専
決
処
分
は
不

承
認
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

議
員
報
酬
は
、
生
活
給
で
は
な

い
。
し
か
し
、
市
長
の
給
料
は
常

勤
で
あ
り
生
活
給
だ
と
思
っ
て
い

る
。今

回
、
市
長
が
議
員
報
酬
を
１

万
円
と
決
め
た
こ
と
を
論
ず
る
前

に
市
長
が
投
げ
た
一
つ
の
石
だ
と

私
は
思
っ
て
い
る
。

ど
う
し
て
も
通
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
議
員
報
酬
の
日
当
制
を
提

案
さ
れ
、
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
止

め
て
次
世
代
に
つ
な
げ
る
よ
う
な

結
果
を
生
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

市
長
自
信
も
報
酬
を
下
げ
ら
れ

た
。
議
員
報
酬
も
日
当
制
で
す
る

こ
と
が
、
行
政
改
革
に
取
り
組
む

姿
勢
だ
と
思
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
専
決
議
案
に
賛

成
を
し
た
い
。

山
田　

勝
議
員

賛
成

市
長
は
例
年
開
か
れ
る
６
月
定

例
会
を
招
集
せ
ず
、
議
員
が
提
案

し
た
臨
時
会
の
召
集
請
求
に
も
応

じ
ず
、
専
決
処
分
を
乱
発
し
た
こ

と
は
、
憲
法
及
び
地
方
自
治
法
で

野
畑　

直
議
員

反
対

こ
の
案
件
は
、
昨
年
の
９
月
議

会
で
総
務
文
教
委
員
会
に
付
託
と

し
、
継
続
審
査
と
な
り
12

月
議
会

で
慎
重
に
議
論
し
た
結
果
、
否
決

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

阿
久
根
市
の
先
月
の
手
数
料
も

自
主
財
源
の
確
保
の
一
環
だ
と
思

っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
阿
久
根
市
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
は
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ
い

て
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議

会
を
召
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
無

い
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ
る
と
認

め
る
と
き
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

案
件
は
議
会
を
召
集
す
る
時
間
は

十
分
あ
る
こ
と
か
ら
、
専
決
処
分

が
で
き
る
条
件
に
は
、
当
て
は
ま

ら
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
不
承
認
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

大
田　

重
男
議
員

反
対

報 告
第12号

阿
久
根
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

阿
久
根
市
の
住
民
票
、
印
鑑

証
明
等
の
発
行
手
数
料
は
出
水
市

と
比
較
し
て
１
０
０
円
高
い
、
こ

れ
は
ず
っ
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。竹

原
市
長
が
市
長
に
な
っ
て
か

ら
２
回
も
提
案
さ
れ
、
２
回
と
も

否
決
で
あ
る
。
理
由
は
自
主
財
源

の
確
保
の
た
め
に
反
対
を
し
た
。

し
か
し
、
財
政
課
長
は
自
主

財
源
は
大
丈
夫
で
あ
る
と
説
明
を

し
た
。
そ
の
前
は
地
方
交
付
税
に

影
響
が
あ
る
と
根
拠
の
な
い
話
を

し
、
そ
れ
に
大
方
の
議
員
は
賛
成

し
た
。
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
手
数

料
条
例
の
改
正
は
専
決
処
分
で
な

け
れ
ば
絶
対
で
き
な
い
議
案
で
あ

る
。市

民
の
福
利
や
利
益
の
た
め

に
、
専
決
処
分
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
こ
と
を
大
き
な
声
で
言
っ
て

皆
さ
ん
の
同
意
を
求
め
た
い
。

山
田　

勝
議
員

賛
成

こ
の
報
告
の
案
件
は
、
平
成
21

年
の
定
例
会
で
否
決
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

平
成
17

年
に
国
か
ら
地
方
公

共
団
体
の
行
財
政
改
革
推
進
の
た

め
、
使
用
料
、
手
数
料
の
関
係
で

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
よ
う

通
知
が
あ
り
、
阿
久
根
市
も
行
財

政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
手
数
料

の
コ
ス
ト
等
を
積
算
し
て
適
正
な

受
益
者
負
担
と
し
て
平
成
18

年
か

ら
実
施
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
手
数
料
は
貴
重
な
収
入
源

で
、
今
後
、
国
も
財
政
難
で
自
治

体
へ
の
公
金
等
の
減
額
も
予
想
さ

れ
る
な
か
、
阿
久
根
市
も
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
、
福
祉
面
へ
の
施

策
等
の
財
源
の
確
保
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

何
で
も
下
げ
る
こ
と
ば
か
り
が

改
革
で
は
な
い
。
手
数
料
を
下
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
年
間
に
印
鑑
証

明
等
を
多
く
取
る
人
の
コ
ス
ト
の

マ
イ
ナ
ス
分
を
年
間
１
通
も
取
ら

な
い
人
や
高
齢
者
や
低
所
得
者
も

税
金
で
一
様
に
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
わ
け
で
あ
る
。
市
民
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。

よ
っ
て
、
反
対
す
る
も
の
で
あ

る
。

中
面　

幸
人
議
員

反
対

定
め
ら
れ
て
い
る
二
元
代
表
制
を

否
定
し
た
行
為
で
あ
り
、
断
じ
て

許
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

議
員
は
年
間
を
通
じ
て
議
員
活

動
に
専
念
し
、
市
制
の
発
展
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
市
の
条
例

に
定
め
ら
れ
た
報
酬
以
上
の
活
動

を
し
て
、
市
民
の
信
頼
を
得
る
こ

と
が
肝
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

私
は
市
長
と
の
対
立
は
望
ん
で

い
な
い
し
、
市
民
の
意
見
を
集
約

し
て
、
議
員
と
し
て
の
職
責
を
果

た
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
専
決
は
、
議
員
報
酬
を

減
額
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
日
額
１
万
円
の

日
当
制
に
な
る
と
現
在
の
年
間
の

議
会
日
数
か
ら
推
定
す
る
と
相
当

額
の
減
額
と
な
り
、
次
回
の
選
挙

で
政
治
に
興
味
の
あ
る
若
者
の
立

候
補
は
望
め
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
生
活
に
ゆ
と
り

の
あ
る
か
た
し
か
議
員
が
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
私
は
こ
の
日
当
制
の
専
決
処

分
に
対
し
断
固
反
対
を
し
た
い
。
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こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
生
活
の

た
め
で
あ
る
。
さ
き
に
発
言
が
あ

っ
た
が
、
市
民
の
中
に
は
年
間
１

枚
も
取
ら
な
い
人
も
い
る
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
不
況
の
時

代
こ
そ
、
心
理
的
に
も
住
民
票
１

石
澤　

正
彰
議
員

賛
成

枚
３
０
０
円
が
、
２
０
０
円
に
な

る
こ
と
で
も
気
分
的
に
違
う
の
で

は
な
い
か
。

自
主
財
源
は
確
保
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

こ
こ
は
住
民
票
も
印
鑑
証
明
書

も
安
く
な
る
。
た
っ
た
そ
ん
だ
け

の
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
ず
賛
同

い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
条
例
の
一
部
改
正
は
、
固

定
資
産
税
等
の
税
額
を
引
き
下
げ

る
も
の
で
あ
る
が
、
固
定
資
産
の

所
有
の
少
な
い
か
た
や
所
有
し
て

い
な
い
か
た
に
は
全
く
適
用
さ
れ

な
い
た
め
、
固
定
資
産
を
多
く
所

有
さ
れ
て
い
る
か
た
へ
の
優
遇
措

置
で
も
あ
る
。

市
民
に
は
、
税
や
手
数
料
な
ど

は
安
い
方
が
い
い
が
、
一
方
で
は

そ
れ
に
伴
い
、
本
来
、
行
わ
れ
て

き
た
事
業
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
実

施
で
き
な
い
可
能
性
も
生
じ
る
こ

と
が
あ
る
。

今
回
の
改
正
は
、
国
が
定
め
た

固
定
資
産
税
の
標
準
税
率
の
引
き

下
げ
で
あ
る
。

濵
﨑　

國
治
議
員

反
対

報 告
第13号

阿
久
根
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

阿
久
根
市
は
税
収
入
が
少
な

く
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
税
等
の

割
合
が
60

％
以
上
を
占
め
る
財
政

状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
裕
福
な
公

共
団
体
と
見
ら
れ
、
国
か
ら
の
交

付
税
等
が
大
き
く
減
ら
さ
れ
る
可

能
性
が
強
く
、
市
に
と
っ
て
大
き

な
痛
手
で
あ
り
、
市
債
借
り
入
れ

が
許
可
制
に
な
る
な
ど
、
財
政
運

営
も
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
23

年
４
月

１
日
か
ら
の
施
行
と
な
っ
て
い
る

が
、
専
決
処
分
は
地
方
自
治
法
が

定
め
る
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

に
つ
い
て
、
特
に
緊
急
を
要
す
る

た
め
、
議
会
を
召
集
す
る
時
間
的

余
裕
が
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
該
当

し
な
い
ば
か
り
か
、
こ
の
案
件
は

専
決
処
分
さ
れ
た
日
か
ら
９
ヶ
月

以
上
の
時
間
的
余
裕
が
あ
り
、
議

会
を
召
集
す
る
時
間
は
十
分
あ

る
。ま

た
、
６
月
８
日
の
臨
時
議
会

要
請
日
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

専
決
処
分
で
き
る
条
件
に
ま
っ
た

く
当
た
ら
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。し

た
が
っ
て
、
反
対
す
る
も
の

で
あ
る
。

ど
こ
よ
り
も
住
み
や
す
い
、
事

業
を
興
し
や
す
い
、
そ
し
て
企
業

が
進
出
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
市
長
の
考
え
方
の
現
わ

れ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
法
人
市
民
税
に
関
し
て

は
、
14

・
７
％
と
い
う
制
限
税
率

を
今
ま
で
市
民
に
課
し
て
、
そ
し

て
、
標
準
税
率
に
直
し
、
財
源
の

確
保
を
し
て
人
件
費
を
削
ら
な
か

っ
た
市
の
体
質
の
現
れ
で
あ
る
。

今
回
、
標
準
税
率
に
戻
し
、
企

業
が
進
出
し
や
す
い
よ
う
に
阿
久

根
市
に
住
み
や
す
い
よ
う
に
固
定

資
産
税
の
税
率
を
下
げ
る
の
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。税

率
を
下
げ
る
こ
と
で
阿
久
根

山
田　

勝
議
員

賛
成

市
の
人
口
が
少
し
で
も
増
え
る
こ

と
を
祈
念
し
て
い
る
。

市
税
は
前
年
度
比
７
４
０
０
万

円
の
減
収
で
22

年
度
予
算
を
組
ん

で
い
る
が
、
こ
れ
は
雇
用
対
策
、

経
済
活
性
化
対
策
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
要
因
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
自
主
財
源
が
目
減

り
し
、
市
長
は
国
に
頼
ら
な
い
と

言
い
な
が
ら
、
阿
久
根
市
は
６
割

か
ら
７
割
を
依
存
財
源
と
し
て
頼

っ
て
い
る
。

法
人
市
民
税
を
下
げ
る
こ
と

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
市
民
や
法

人
経
営
者
に
も
薄
い
と
思
っ
て
い

る
。税

金
を
下
げ
て
自
主
財
源
を
圧

木
下　

孝
行
議
員

反
対

迫
し
、
財
政
調
整
基
金
を
切
り
崩

し
て
政
策
を
進
め
る
や
り
方
よ
り

も
、
企
業
の
育
成
と
雇
用
に
つ
な

が
る
国
・
県
等
の
補
助
金
事
業
を

多
く
使
い
、
一
次
産
業
の
環
境
整

備
を
し
、
生
産
者
の
コ
ス
ト
削
減

や
収
益
増
を
期
待
す
る
政
策
を
進

め
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業

振
興
の
政
策
を
図
る
な
ど
し
て
個

人
所
得
や
企
業
収
益
を
上
げ
て
い

く
行
政
関
与
の
政
策
を
今
重
視
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

自
主
財
源
の
確
保
と
い
う
地
方

自
治
体
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
か

ら
は
、
逆
の
方
向
に
向
か
う
政
策

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
事
な
条
例
改
正

を
議
会
に
諮
ら
ず
、
専
決
で
決
め

る
手
法
を
認
め
る
こ
と
は
私
に
は

で
き
な
い
。

今
回
の
専
決
処
分
に
よ
る
事
業

は
、
計
画
性
が
な
く
財
源
も
基
金

の
取
り
崩
し
な
ど
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
一
般

財
源
が
多
い
が
、
市
長
は
優
先
度

中
面　

幸
人
議
員

反
対

報 告
第14号

平
成
22
年
度
阿
久
根
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
、
計
画
さ

れ
た
事
業
に
対
し
、
実
施
段
階
で

決
裁
さ
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
折
多
地
区
の
災
害

時
の
緊
急
的
避
難
施
設
と
し
て
、

地
区
の
住
民
か
ら
何
回
と
な
く
陳

情
書
が
出
さ
れ
、
切
望
さ
れ
て
い
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る
折
多
校
区
の
活
性
化
施
設
、
ま

た
、
そ
の
施
設
へ
の
非
難
道
路
と

し
て
県
が
予
算
措
置
を
し
て
い
た

地
域
農
業
振
興
連
絡
道
路
整
備
事

業
、
ま
た
、
黒
之
浜
港
の
港
湾
整

備
事
業
、
そ
し
て
、
折
多
保
育
園

の
民
間
へ
の
移
譲
に
老
朽
化
の
た

め
、
建
替
え
の
約
束
が
で
き
て
い

た
補
助
金
申
請
等
が
あ
る
が
、
私

は
子
供
や
市
民
の
安
全
の
ほ
う
が

優
先
度
は
高
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
だ
市
民
の
身
近
な
生
活
環
境

整
備
等
や
る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
な
か
で
、
今
な
ぜ
一
般
財

源
を
使
っ
た
事
業
を
専
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
疑
問

が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
反
対
す
る
も
の
で
あ

る
。こ

の
内
容
を
見
る
と
、
ど
れ
を

と
っ
て
も
緊
急
を
要
す
る
も
の
が

多
い
。

私
が
議
論
を
し
た
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
基
金
事
業
は
、
も
っ

と
早
く
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。

そ
し
て
反
対
討
論
の
中
で
財
政

調
整
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
い
て
い

る
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

毎
年
や
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

山
田　

勝
議
員

賛
成

ま
た
、
21

年
度
末
に
ど
の
程
度
、

基
金
が
残
っ
た
か
財
政
課
長
の
説

明
で
は
、
33

億
９
千
万
円
残
っ
た
。

昨
年
度
よ
り
、
３
億
以
上
増
え
て

い
る
。
市
長
が
就
任
す
る
前
の
年

予
算
執
行
を
行
う
と
き
は
、
予

算
の
組
み
替
え
は
、
許
さ
れ
て
い

る
行
為
で
あ
り
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
。

専
決
処
分
に
反
対
す
る
も
の
で

あ
る
。専
決
処
分
を
行
う
場
合
は
、

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
に
よ
る

と
、
議
会
を
召
集
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
い
と
認
め
る
と
き
、ま
た
、

議
会
に
お
い
て
議
決
す
べ
き
事
件

が
議
決
し
な
い
時
は
地
方
団
体
の

長
は
、
そ
の
議
決
す
べ
き
事
件
を

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
市
議
会
定
例
会
条
例

に
お
い
て
、
市
議
会
は
年
４
回
と

す
る
と
な
っ
て
い
る
。
例
年
、
開

会
さ
れ
て
い
た
６
月
議
会
が
開
会

さ
れ
な
い
た
め
に
、
６
月
８
日
議

長
に
お
い
て
、
臨
時
議
会
召
集
の

請
求
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

鳥
飼　

光
明
議
員

反
対

報 告
第15号

平
成
22
年
度
阿
久
根
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

ず
、
７
月
７
日
専
決
処
分
さ
れ
た

こ
と
は
議
会
召
集
権
の
あ
る
市
長

が
意
図
的
に
議
会
を
召
集
ぜ
す
、

専
決
処
分
し
た
こ
と
は
違
法
で
あ

り
、
承
認
に
は
反
対
す
る
も
の
で

あ
る
。

法
の
解
釈
は
、
１
０
０
人
１
０

０
色
、
な
か
な
か
難
し
く
私
は
今

回
の
議
会
を
見
て
い
る
と
、
こ
の

案
件
は
専
決
処
分
で
な
い
と
で
き

な
い
気
が
し
て
い
る
。

今
回
、
提
案
さ
れ
た
介
護
保
険

特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、
内
容
が

良
か
っ
た
ら
、
承
認
し
て
い
た
だ

く
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
承
認
し
な
い
た
め
の

討
論
が
あ
っ
た
。
私
は
、
地
方
自

治
法
第
１
７
９
条
の
後
段
の
議
会

お
い
て
、
議
決
す
る
事
件
を
議
決

し
な
い
と
き
に
は
、
当
該
、
普
通

山
田　

勝
議
員

賛
成

公
共
団
体
の
長
は
、
そ
の
議
決
す

べ
き
事
件
を
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
あ
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
議
案

を
承
認
い
た
だ
き
た
い
。

報 告
第16号

副
市
長
の
選
任

地
方
自
治
法
第
１
６
２
条
で
副

市
長
の
選
任
は
、
議
会
の
同
意
を

得
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
議
会
の
同
意
権
の
法
的
性
格

は
、
同
意
を
要
す
る
行
為
に
つ
い

て
は
、
同
意
な
く
し
て
は
無
効
で

あ
る
。
極
め
て
重
要
な
人
事
案
件

を
議
会
に
諮
ら
ず
、
違
法
な
専
決

処
分
す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
法

を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
二
元
代
表

制
を
根
底
か
ら
覆
く
つ
が
えす

卑
劣
な
行

為
で
あ
る
。

仙
波
敏
郎
氏
は
、
違
法
判
決
が

出
て
い
な
い
と
い
う
が
、
違
法
状

態
で
の
選
任
で
あ
る
こ
と
は
疑
い

よ
う
が
な
い
。
法
を
守
る
よ
う
指

導
し
、
取
り
締
ま
る
立
場
に
あ
っ

た
か
た
だ
け
に
理
解
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
８
月
号
の
市
広
報
誌

に
副
市
長
の
や
り
た
い
こ
と
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
副

市
長
が
何
を
や
り
た
い
か
で
は
な

く
、
市
長
が
何
を
さ
せ
た
い
か
を

岩
﨑　

健
二
議
員

反
対

市
民
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長
が
、
仙
波
敏
郎
氏
を
選
任

し
た
け
れ
ば
違
法
な
専
決
処
分
を

撤
回
し
、
法
に
従
い
議
会
に
同
意

を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
承
認
案
は
、
不
承
認

と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

皆
さ
ん
の
意
見
や
質
疑
等
を

聞
い
て
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
法
律

の
解
釈
を
し
て
、
法
律
家
だ
と
思

っ
て
質
疑
を
さ
れ
て
い
る
気
が
す

る
。地

方
自
治
法
第
１
６
２
条
に
つ

い
て
、こ
う
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。

地
方
自
治
法
第
１
６
２
条
は
、
地

方
自
治
法
第
１
７
９
条
に
基
づ
く

専
決
処
分
に
よ
る
場
合
を
除
く
と

書
い
て
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

で
、
私
は
仙
波
副
市
長
の
就
任
に

つ
い
て
は
、
よ
く
ぞ
こ
の
よ
う
な

か
た
を
見
つ
け
て
く
れ
た
と
思
っ

て
い
る
。

山
田　

勝
議
員

賛
成

と
比
較
し
て
５
億
円
以
上
も
基
金

残
高
は
増
え
て
い
る
。
そ
の
い
う

現
状
の
中
で
、
私
は
反
対
の
理
由

は
な
い
と
思
う
。
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そ
し
て
こ
の
か
た
が
果
た
す

役
割
は
す
ご
い
も
の
が
あ
る
と
思

う
。併

せ
て
明
治
維
新
や
太
平
洋
戦

争
後
と
同
じ
よ
う
な
革
命
的
な
時

代
の
移
り
変
わ
り
が
あ
る
と
期
待

を
し
て
い
る
。

こ
の
議
案
の
当
事
者
で
あ
る
仙

波
敏
郎
氏
が
選
任
に
つ
い
て
の
マ

ス
コ
ミ
コ
メ
ン
ト
で
自
分
に
対
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
弁
護
士

団
の
認
識
と
し
て
、
選
任
の
問
題

は
司
法
判
断
を
仰
が
な
け
れ
ば
判

ら
な
い
。
だ
か
ら
違
法
と
は
言
え

な
い
と
答
え
て
い
る
。

司
法
判
断
を
仰
が
な
け
れ
ば
判

ら
な
い
よ
う
な
選
任
を
受
け
入
れ

る
動
機
に
仙
波
敏
郎
氏
の
前
職
の

警
察
官
と
い
う
職
種
・
職
責
か
ら

私
が
客
観
的
に
判
断
し
て
も
い
さ

ぎ
よ
さ
、
正
義
感
な
ど
を
感
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
副
市
長
の
選
任
事
項

は
、
地
方
自
治
法
第
１
６
２
条
で

副
知
事
及
び
助
役
は
地
方
公
共
団

体
の
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
、

こ
れ
を
選
任
す
る
と
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
29

年
の
和
歌
山

で
の
事
例
で
市
長
か
ら
提
示
さ
れ

た
、
副
市
長
を
議
会
が
同
意
し
な

木
下　

孝
行
議
員

反
対

か
っ
た
場
合
、
議
会
の
同
意
な
く

し
て
市
長
は
選
任
で
き
な
い
も
の

と
し
て
、
選
任
で
き
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
選
任
は
、
地
方
自

治
法
第
１
７
９
条
の
第
１
項
の
長

に
お
い
て
、
緊
急
を
要
す
る
た
め

議
会
を
召
集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
、

認
め
る
と
き
専
決
で
き
る
条
件
を

示
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
議
会
は
６
月
１
日
付

け
で
、定
例
会
の
召
集
を
要
請
し
、

か
つ
６
月
８
日
よ
り
、
臨
時
議
会

の
召
集
の
請
求
を
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
召
集
す
る
時
間
的

余
裕
が
な
い
と
は
、
ど
の
よ
う
な

理
由
を
充
て
て
も
当
て
は
ま
ら
な

い
。
よ
っ
て
私
は
、
専
決
で
き
な

い
と
思
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
専
決
は
、

議
会
の
同
意
を
得
ら
れ
ず
、
違
法

な
状
況
で
専
決
さ
れ
た
も
の
と
し

て
承
認
で
き
な
い
と
判
断
す
る
。

私
は
、
仙
波
副
市
長
就
任
に
賛

成
の
立
場
で
意
見
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

よ
く
ぞ
阿
久
根
に
来
て
い
た
だ

き
、
感
謝
の
心
を
も
っ
て
お
迎
え

し
た
い
。

石
澤　

正
彰
議
員

賛
成

阿
久
根
市
議
会
は
、
市
長
の
専

決
処
分
に
は
ほ
と
ん
ど
反
対
で
あ

る
が
、
私
は
仙
波
副
市
長
に
感
謝

し
て
い
る
。

す
で
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
数
週

間
過
ぎ
毎
日
が
慣
れ
な
い
な
か
、

早
く
も
市
民
生
活
安
定
、
公
益
の

た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
姿
を
見

て
い
る
。
改
め
て
阿
久
根
に
来
て

仕
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
、

う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
一
人
で
あ

る
。多

く
の
市
民
が
、
あ
な
た
を
心

か
ら
歓
迎
し
て
い
る
と
信
じ
て
い

る
。市

長
は
広
報
誌
７
月
号
の
市
長

コ
ラ
ム
欄
で
再
選
さ
れ
た
私
に
対

し
て
、市
議
会
多
数
派
は
副
市
長
、

教
育
長
、
教
育
委
員
の
人
事
案
を

否
決
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
昨
年
３
月

の
市
議
選
で
９
名
の
議
員
が
入
れ

替
り
、
こ
れ
ま
で
に
副
市
長
人
事

の
提
案
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
新
し
い
議
員
体
制
で
の

否
決
は
し
て
い
な
い
。

教
育
委
員
の
選
任
は
４
名
提
案

さ
れ
、
２
名
は
満
票
で
可
決
し
て

い
る
。

市
長
は
広
報
誌
を
利
用
し
て
議

野
畑　

直
議
員

反
対

会
が
否
決
ば
か
り
し
て
い
る
よ
う

な
事
実
と
異
な
る
情
報
を
事
前
に

流
し
、
議
会
を
開
か
な
い
理
由
と

し
、
副
市
長
の
選
任
は
専
決
処
分

で
し
か
対
応
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
が
、
計
画
的
に
そ
の
状
況
を
作

り
、
専
決
処
分
さ
れ
た
と
思
っ
て

い
る
。

先
ほ
ど
の
質
疑
の
中
で
仙
波
氏

は
、
市
長
と
議
会
の
対
立
は
知
ら

な
か
っ
た
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
副

市
長
に
な
ろ
う
と
す
る
か
た
が
、

全
国
的
に
有
名
に
な
っ
て
い
る
阿

久
根
市
の
こ
と
を
御
存
知
な
く
受

託
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
は
不
可
解

で
あ
る
。

今
回
の
人
事
案
は
、
地
方
自

治
法
第
１
６
２
条
で
副
市
長
選
任

は
、
議
会
の
同
意
が
必
要
で
あ
る

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
地
方
自

治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
に
お
け

る
専
決
処
分
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

も
適
切
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
私
は
副

市
長
選
任
の
専
決
処
分
は
、
不
承

認
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
案
件
は
、
教
育
委
員
会
委

員
長
、
教
育
委
員
会
委
員
、
議
会

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
た
監

査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
及
び
選
挙
管
理
委
員
会
管
理
委

員
、
委
員
の
報
酬
を
日
額
と
し
、

そ
の
額
を
改
正
す
る
た
め
、
阿
久

根
市
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
と

え
ば
、
月
額
５
万
６
３
０
０
円
を

日
額
１
万
円
に
、
月
額
４
万
４
３

児
玉
賢
一
郎
議
員

反
対

報 告
第17号

阿
久
根
市
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

０
０
円
を
日
額
１
万
円
に
月
額
５

万
１
１
０
０
円
を
日
額
１
万
円
に

す
る
な
ど
根
拠
も
判
ら
な
い
。

報
酬
の
改
正
に
は
報
酬
審
議
会

の
意
見
も
参
考
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

知
事
の
市
制
適
正
化
を
求
め
た

異
例
の
助
言
や
専
決
処
分
の
撤
回

の
是
正
の
勧
告
を
無
視
し
、
ま
さ

に
市
長
の
市
政
運
営
は
独
裁
と
い

う
べ
き
異
常
事
態
で
あ
る
。

専
決
処
分
の
乱
発
は
許
さ
れ
な

い
。こ

の
報
告
は
、
地
方
自
治
法
第
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１
７
９
条
の
第
１
項
に
規
定
さ
れ

て
い
る
専
決
処
分
で
き
る
条
件
に

当
て
は
ま
ら
な
い
。

６
月
定
例
議
会
も
召
集
せ
ず
、

臨
時
会
召
集
要
求
に
も
応
ぜ
ず
、

よ
う
や
く
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。
本
来
な
ら
専
決
処
分
は
、
撤

回
し
、
再
度
議
案
と
し
て
提
案
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

議
会
を
開
か
な
い
専
決
処
分
を

乱
発
す
る
。
地
方
自
治
の
根
幹
を

揺
る
が
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
混

乱
を
１
日
で
も
早
く
収
め
て
正
常

化
を
望
ん
で
い
る
の
は
市
民
で
あ

る
。よ

っ
て
こ
の
専
決
処
分
の
承
認

に
つ
い
て
、
反
対
す
る
も
の
で
あ

る
。

こ
の
報
告
は
、
副
市
長
の
給
料

を
減
額
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
専
決
処
分
の
報
告
で

あ
る
が
、
施
行
日
は
22

年
７
月
30

日
に
な
っ
て
い
る
。

牛
之
濱
由
美
議
員

反
対

報 告
第18号

市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
れ
は
７
月
23

日
鹿
児
島
県
知

事
よ
り
、
阿
久
根
市
長
に
対
し
、

２
度
目
の
是
正
勧
告
が
出
さ
れ
た

の
も
係
わ
ら
ず
、
勧
告
を
無
視
さ

れ
て
の
違
法
な
専
決
処
分
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
専
決
処
分
は
不

承
認
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
報
告
の
観
光
費
委
託
料
と

文
化
財
調
査
費
委
託
料
の
補
正
は

緊
急
性
が
あ
る
か
。
観
光
費
委
託

料
は
観
光
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
と
あ
る
が
、
阿
久
根
市
の

木
下　

孝
行
議
員

反
対

報 告
第19号

平
成
22
年
度
阿
久
根
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

観
光
シ
ー
ズ
ン
は
夏
で
あ
り
、
そ

の
シ
ー
ズ
ン
が
終
盤
に
来
て
の
事

業
委
託
が
今
タ
イ
ム
リ
ー
な
の
か

疑
問
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
私
は
商
工
会
議
所
主
催

の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
に
産

業
厚
生
委
員
長
と
し
て
、
議
会
か

ら
参
加
し
て
い
る
。

商
工
会
議
所
よ
り
要
望
を
受
け

て
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
の
出

席
と
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
の
観
光

対
策
等
を
水
産
商
工
観
光
課
長
に

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
市
長
に
答

え
る
な
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
に
は
、

出
な
く
て
も
良
い
と
言
わ
れ
て
い

る
と
水
産
商
工
観
光
課
長
の
返
事

で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
業
は
商
工
関
係

者
と
の
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
状

況
で
は
良
い
結
果
や
効
果
は
望
め

な
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
予
算
は
専
決
で
す

る
の
で
な
く
、
し
っ
か
り
と
定
例

本
会
議
に
提
案
し
て
、
議
会
の
意

見
も
十
分
聞
く
手
順
を
執
る
べ
き

で
あ
る
。

教
育
費
の
文
化
財
調
査
費
も
事

業
の
必
要
性
が
あ
る
か
疑
問
で
あ

る
。十
分
な
議
論
が
必
要
で
あ
り
、

迅
速
な
判
断
で
の
事
業
実
施
は
予

算
の
浪
費
に
し
か
な
ら
ず
効
果
は

な
い
と
思
う
。

こ
の
報
告
に
対
す
る
結
論
は
、

緊
急
性
の
な
い
こ
と
。
官
民
と
の

連
携
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
。
そ

の
よ
う
な
状
況
で
専
決
さ
れ
た
も

の
は
、
承
認
で
き
な
い
と
判
断
を

し
た
い
。

今
回
の
阿
久
根
市
定
例
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
議

会
基
本
条
例
の
問
題
が
出
き
て
、

議
員
か
ら
一
緒
に
特
別
委
員
会
を

設
置
す
べ
き
と
の
話
を
さ
れ
た
と

理
解
し
て
い
た
。

そ
う
で
あ
れ
ば
真
摯
に
受
け
止

め
て
み
ん
な
で
話
を
し
た
ら
と
い

う
気
持
ち
で
い
た
。

し
か
し
、
議
長
の
進
行
は
無
視

し
て
お
り
、
２
番
議
員
が
提
案
し

た
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
審
議
す
る
か
と
思
っ
て
い

た
。定

例
会
条
例
は
大
事
な
条
例

で
あ
る
か
ら
、
議
会
基
本
条
例
を

一
緒
に
審
議
を
す
る
べ
き
だ
と
話

を
さ
れ
た
の
は
３
番
議
員
も
さ
れ

た
。こ

の
案
件
を
委
員
会
に
付
託
し

て
み
ん
な
で
検
討
し
て
研
究
す
る

の
で
あ
れ
ば
賛
成
で
あ
る
が
、
委

員
会
に
付
託
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
市

長
の
招
集
権
に
対
抗
す
る
よ
う
な

形
で
す
る
の
で
あ
れ
ば
反
対
で
あ

る
。

山
田　

勝
議
員

反
対

議 案
第21号

阿
久
根
市
議
会
定
例
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
議
会
の
会
期
を

年
間
を
通
じ
て
開
く
通
年
議
会
の

実
質
的
な
導
入
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

通
年
議
会
で
は
召
集
時
期
に
よ

っ
て
は
、
１
年
に
近
い
議
会
活
動

が
確
保
さ
れ
る
。
よ
っ
て
議
会
の

閉
会
中
の
期
間
を
最
小
限
度
に
押

さ
え
、
議
会
が
指
導
的
、
機
動
的

に
活
動
で
き
る
制
度
と
し
て
議
会

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
条
例
中
３
回
以
内
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
市
長

の
招
集
権
を
尊
重
し
た
た
め
の
議

案
に
な
っ
た
こ
と
も
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

ま
た
、災
害
時
の
緊
急
対
応
、突
発

的
な
行
政
課
題
や
懸
念
事
項
に
迅

速
な
対
応
が
必
要
な
と
き
に
、議
長

の
判
断
で
議
会
が
随
時
開
催
で
き

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、議
会
や
委

員
会
が
い
つ
で
も
開
く
こ
と
が
で

き
る
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
賛
成
す
る
も
の

で
あ
る
。

濵
﨑　

國
治
議
員

賛
成
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【一般会計補正予算の主な内容】 （単位：千円）
放課後子ども教室指導員謝金 １,９６８
放課後子ども教室推進事業 ４,０００
自立支援教育訓練給付事業 ２,４６８
児童入所施設措置費 ３,６００
産地づくり対策事業 ６,４４８
ふるさと雇用再生特別基金事業 ２２,０００
街づくりコンサルティング事業 ５,０００
観光振興によるまちづくり事業 ４,９９６
地域資源活用によるまちづくり事業 ５,１０１

お

知

ら

せ

◎　

議
会
会
議
録
の
閲
覧
に
つ
い

て
、
本
会
議
の
質
問
や
答
弁
内
容

を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
市
立
図
書
館
で｢

市
議
会

会
議
録｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
平
成

十
五
年
第
三
回
市
議
会
定
例
会
か

ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※　

議
会
だ
よ
り
、
議
会
傍
聴
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
議
会

事
務
局
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

（
七
二
）
〇
八
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

（
七
二
）
二
〇
二
九

口蹄疫の感染防止対策の強化と畜産農家等への
速やかな支援措置を求める意見書（案）

本年４月宮崎県で発生した家畜伝染病「口蹄疫」は、
これまで28万９千頭の殺処分を行うなど、宮崎県を中
心に甚大な被害をもたらしてきたが、７月下旬には、
宮崎県の非常事態宣言が解除されたこと等により、鹿
児島県においても子牛のせり市が再開されるなど、よ
うやく終息に向かいつつある。
今回の事態を教訓とし、再びこの惨禍が起きないよ

う、国家的な危機管理の問題として、口蹄疫対策の一
層の強化を図る必要がある。
また、口蹄疫の発生原因及び侵入経路等について
は、未だ特定されておらず、これらの早急な究明と今
後の防疫対策の取り組みの強化が必要である。
このようなことから、将来に向けた口蹄疫の感染防

止対策及び畜産農家等への支援策の充実に関し、下記
の事項について迅速な対応措置を講じられるよう強
く要望する。

記

１　国においては、県、市町村及び関係団体との連携
を強化しながら、将来に向けた口蹄疫の感染防止対
策の強化に万全を期すこと。

２　畜産農家の経営支援等及び畜産関係団体等への
十分な支援策の充実と強化を図ること。

３　口蹄疫の防疫対策に要した経費については、国の
責任において損失補償及び十分な財政支援措置を
講じること。

４　口蹄疫の感染経路の究明を早急に行い、今後の抜
本的な予防措置を講じること。

５　今回の発生事例における対応を十分に検証し、迅
速な初動防疫体制を確立するとともに、国による十
分な補償が行えるよう家畜伝染病予防法の抜本的
な改正を早期に行うこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。

平成22年８月25日
鹿児島県阿久根市議会

臨時会の招集権を議長に付与することを
求める意見書（案）

地方自治の制度は、憲法第93条により、議事機関と
しての議会を設置すること、首長及び議会の議員は、
住民が直接これを選挙すると規定し、いわゆる二元代
表制が明確に位置づけられている。
しかしながら、現行の地方自治法においては、議会

の招集権は、首長にあり、一定の要件のもとにおけ
る臨時会の招集請求権が議長及び議員にあるのみで、
地方自治の本旨からして、議会がその主要な役割であ
る執行機関の監視、政策提案等を行うためには、本
来議会は、議会の意思により開催されるべきであり、
議会３団体が主張しているように、議会の招集権を議
長に付与することで、いつでも住民代表として議員が
自律的に議論する場を設定できることが重要であり、
二元代表制の一翼としての議会の権能を果たすため
には、現行の制度では、十分とは言えない状況である。
また、議長等が臨時会の招集請求を行っても、首長
が議会を招集しない事例も出てきており、このこと
は、憲法及び地方自治法の趣旨を著しく損なうものと
なっており、是正のための速やかな地方自治法の改正
が必要となってきている。
このようなことから、議会の招集権が議長に付与さ

れるまでの当分の間については、下記のいずれかの事
項の実現のため、速やかな地方自治法の改正を強く求
めるものである。

記

１　議会の構成及び議員等が提出した会議に付議す
べき事件により、議長が臨時会を招集する必要があ
ると認めたときは、その招集権を議長に付与するこ
と。

２　地方自治法第101条第４項に規定する「20日」を
超えても首長が議会を招集しない場合においては、
議長にその招集権を付与すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。

平成22年８月26日
鹿児島県阿久根市議会

今 回 可 決 さ れ た 意 見 書


